
ローマ 4

"もしアブラハムが行いによって義と認められたのなら、彼は誇ることができます。しかし、神の御

前では、そうではありません。聖書は何と言っていますか。「それでアブラハムは神を信じた。そ

れが彼の義とみなされた」とあります。

働く者の場合に、その報酬は恵みでなくて、当然支払うべきものとみなされます。

何の働きもない者が、不敬虔な者を義と認めてくださる方を信じるなら、その信仰が義とみなされ

るのです。ダビデもまた、行いとは別の道で神によって義と認められる人の幸いを、こう言ってい

ます。「不法を赦され、罪をおおわれた人たちは、幸いである。主が罪を認めない人は幸いである。」

ローマ人への手紙 4 章 2～8 節

Q1 恵みとは？

"あなたがたは、恵みのゆえに、信仰によって救われたのです。それは、自分自身から出たことでは

なく、神からの賜物です。行いによるのではありません。だれも誇ることのないためです。"

エペソ人への手紙 2 章 8～9 節

"もし恵みによるのであれば、もはや行いによるのではありません。もしそうでなかったら、恵みが

恵みでなくなります。"

ローマ人への手紙 11 章 6 節

"それは、神がその愛する方にあって私たちに与えてくださった恵みの栄光が、ほめたたえられるた

めです。この方にあって私たちは、その血による贖い、罪の赦しを受けています。これは神の豊か

な恵みによることです。"

エペソ人への手紙 1 章 6～7 節

"それは、神がその愛する方にあって私たちに与えてくださった恵みの栄光が、ほめたたえられるた

めです。この方にあって私たちは、その血による贖い、罪の赦しを受けています。これは神の豊か

な恵みによることです。"

エペソ人への手紙 1 章 6～7 節

Q2 信仰の義とは？

"というのは、世界の相続人となるという約束が、アブラハムに、あるいはまた、その子孫に与えら

れたのは、律法によってではなく、信仰の義によったからです。もし律法による者が相続人である

とするなら、信仰はむなしくなり、約束は無効になってしまいます。"

ローマ人への手紙 4 章 13～14 節

"しかし、人は律法の行いによっては義と認められず、ただキリスト・イエスを信じる信仰によって

義と認められる、ということを知ったからこそ、私たちもキリスト・イエスを信じたのです。これ

は、律法の行いによってではなく、キリストを信じる信仰によって義と認められるためです。なぜ

なら、律法の行いによって義と認められる者は、ひとりもいないからです。"

ガラテヤ人への手紙 2 章 16 節

"私はキリストとともに十字架につけられました。もはや私が生きているのではなく、キリストが私

のうちに生きておられるのです。いま私が肉にあって生きているのは、私を愛し私のためにご自身

をお捨てになった神の御子を信じる信仰によっているのです。

私は神の恵みを無にはしません。もし義が律法によって得られるとしたら、それこそキリストの死

は無意味です。」"

ガラテヤ人への手紙 2 章 20～21 節

"律法によって義と認められようとしているあなたがたは、キリストから離れ、恵みから落ちてしま

ったのです。



私たちは、信仰により、御霊によって、義をいただく望みを熱心に抱いているのです。"

ガラテヤ人への手紙 5 章 4～5 節

"アブラハムは、およそ百歳になって、自分のからだが死んだも同然であることと、サラの胎の死ん

でいることとを認めても、その信仰は弱りませんでした。

彼は、不信仰によって神の約束を疑うようなことをせず、反対に、信仰がますます強くなって、神

に栄光を帰し、神には約束されたことを成就する力があることを堅く信じました。

だからこそ、それが彼の義とみなされたのです。

ローマ人への手紙 4 章 19～22 節

"あなたがたは罪によって、また肉の割礼がなくて死んだ者であったのに、神は、そのようなあなた

がたを、キリストとともに生かしてくださいました。それは、私たちのすべての罪を赦し、いろい

ろな定めのために私たちに不利な、いや、私たちを責め立てている債務証書を無効にされたからで

す。神はこの証書を取りのけ、十字架に釘づけにされました。神は、キリストにおいて、すべての

支配と権威の武装を解除してさらしものとし、彼らを捕虜として凱旋の行列に加えられました。"

コロサイ人への手紙 2 章 13～15 節

"こういうわけですから、兄弟たち。私たちは、イエスの血によって、大胆にまことの聖所に入るこ

とができるのです。イエスはご自分の肉体という垂れ幕を通して、私たちのためにこの新しい生け

る道を設けてくださったのです。"

ヘブル人への手紙 10 章 19～20 節

"そのようなわけで、私たちは、心に血の注ぎを受けて邪悪な良心をきよめられ、からだをきよい水

で洗われたのですから、全き信仰をもって、真心から神に近づこうではありませんか。

約束された方は真実な方ですから、私たちは動揺しないで、しっかりと希望を告白しようではあり

ませんか。"

ヘブル人への手紙 10 章 22～23 節
"見よ。その日が来る。－－主の御告げ－－その日、わたしは、イスラエルの家とユダの家とに、新

しい契約を結ぶ。その契約は、わたしが彼らの先祖の手を握って、エジプトの国から連れ出した日

に、彼らと結んだ契約のようではない。わたしは彼らの主であったのに、彼らはわたしの契約を破

ってしまった。－－主の御告げ－－彼らの時代の後に、わたしがイスラエルの家と結ぶ契約はこう

だ。－－主の御告げ－－わたしはわたしの律法を彼らの中に置き、彼らの心にこれを書きしるす。

わたしは彼らの神となり、彼らはわたしの民となる。

そのようにして、人々はもはや、『主を知れ』と言って、おのおの互いに教えない。それは、彼ら

がみな、身分の低い者から高い者まで、わたしを知るからだ。－－主の御告げ－－わたしは彼らの

咎を赦し、彼らの罪を二度と思い出さないからだ。」"

エレミヤ書 31 章 31～34 節

"そのとき私は、天で大きな声が、こう言うのを聞いた。「今や、私たちの神の救いと力と国と、ま

た、神のキリストの権威が現れた。私たちの兄弟たちの告発者、日夜彼らを私たちの神の御前で訴

えている者が投げ落とされたからである。

兄弟たちは、小羊の血と、自分たちのあかしのことばのゆえに彼に打ち勝った。彼らは死に至るま

でもいのちを惜しまなかった。"

ヨハネの黙示録 12 章 10～11 節

"すべて、疲れた人、重荷を負っている人は、わたしのところに来なさい。わたしがあなたがたを休

ませてあげます。

わたしは心優しく、へりくだっているから、あなたがたもわたしのくびきを負って、わたしから学

びなさい。そうすればたましいに安らぎが来ます。

わたしのくびきは負いやすく、わたしの荷は軽いからです。」"

マタイの福音書 11 章 28～30 節


